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令和3年度（2021年度） 西原公園 児童館　活動報告
開催月 事業名 備考

7月 七夕まつり ー

12月 クリスマス会 ー

4月 ひよこっこクラブ開講式

対象者　1歳半～就園前の幼児とその保護者
参加人数　10組（1組２名）
申込方法　窓口・電話
定員になり次第締切。
令和3年度　参加人数　6組

10月 ハロウィンパーティー ー

3月 ひよこっこクラブ修了式

令和3年度は、新型コロナウィルス感染拡大に
より休館となり、修了式が開催できなかった。
密にならないようにそれぞれ指定日を設けて会
員へ配布した。

子
育
て
支
援

4月～3月 親子の交流活動 ー

4月～3月 珠算クラブ
令和3年度は、新型コロナウィルス感染拡大に
より、5月、6月、9月、2月は活動中止

4月～3月

硬筆クラブ
書道クラブ①
書道クラブ②

令和3年度は、新型コロナウィルス感染拡大に
より、5月、6月、9月、2月は活動中止

4月～3月 卓球クラブ
令和3年度は、新型コロナウィルス感染拡大に
より、5月、6月、9月、2月は活動中止

特
別
行
事

ー

地
域

組

織
活

動

(

母
親

ク

ラ
ブ

等

)

ー

新型コロナウィルス感染拡大防止徹底のため活動中止

新型コロナウィルス感染拡大防止徹底のため活動中止

自由あそび来館者への絵本の読み聞かせ、年齢にあった絵本の紹介や遊びを提供した。
子育て情報の提供や子育てに関する悩みや相談など、ひとりひとりに寄り添った子育てのサポートを児
童厚生員が個別に丁寧な対応を行っている。

児
童
ク
ラ
ブ

小学3年～6年生を対象。
珠算のテキストを用いて、たし算、ひき算、かけ算、わり算の練習をする内容で実施。
練習の成果として、年3回（6月、10月、2月）日本珠算連盟会員の講師が児童館で検定試験を実施し
た。

小学3年～6年生を対象。
ラケットのにぎりかた、フォームや素振りなどを講師の指導のもと基本的な練習をした。
定期的に講師がクラブ生全員と試合形式で練習を行い、個人の運動能力を高めていった。

硬筆（小学1年～2年生を対象）
講師が書いたお手本を見ながら、硬筆ノートに練習をする内容で実施。
書道（小学3年～6年生を対象）　2回に時間帯を設けて実施した。
講師が書いたお手本をみながら、習字の基礎となる筆の使い方（とめ、はね）を練習を行った。
硬筆、書道ともに1ヶ月に1回、級位を取得するために日本書道協会に作品を提出した。

朝
の
活
動

年間を通じて行う会員制の活動である。4月に開講式を開催し、活動時の役員決めを行った。
児童厚生員が「１年間の活動スケジュール」計画を立て、月ごとに行事の役員となった会員が中心とな
り、児童厚生員の指導のもと、行事（お誕生会、ハロウィンパーティー、クリスマス会など）の準備や活動
当日の司会進行を行い、親子の交流、親同士の親睦を深めていく活動である。

会員に、親子でハロウィンの仮装をして来館してもらった。
ハロウィンパーティー恒例のお菓子を会員が各自持ち寄り、親子で一緒にお菓子を貰ったりした。
ハロウィン仮装の写真撮影をしたり、ゲームをしたり会員同士の交流を深めていく活動である。

3月最後の活動日に修了式を開催、修了証書、活動アルバム、記念品を館長から会員に直接渡した。
行事ごとに活動の様子の写真撮影、編集を児童館職員が行い、会員各自が活動写真を選んで「活動ア
ルバム製作」を行った。
修了証書、記念品を児童厚生員が作成した。

活動内容

児
童
館
行
事

児童館内に七夕の笹を置き、来館者へ短冊にねがいごとを書いてもらい飾ってもらった。
七夕に関しての理解を深めてもらうため、1Ｆ図書コーナーに「七夕まつりの絵本」を並べて設置した。

1Ｆ図書室内にクリスマスツリー、クリスマスリースを飾り、クリスマスソングのＣＤを流した。
図書コーナーに「クリスマスの絵本」を並べて、来館者にクリスマスを楽しんでもらった。
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令和3年度（2021年度） 託麻 児童館　活動報告
開催月 事業名 備考

１０月 歯のおはなし 予約制　９組

１２月 救急法
公民館和室からオフラインでプレイルームのプ
ロジェクターにつなぐ

１１月
小麦粉粘土であそぼ
う！

密集を避けるため、「朝の活動」をこの年度は
実施しなかった。来館者相手に声をかけて朝
の時間帯に実施したものを３件記す。

７月～１月
カレンダー製作
手型足型アート
手づくり玩具づくり

ー

１０月　１１月 うんどうあそび！ ー

１１月 親子ふれあい遊び
２部の予約制。各８組（計１６組）
オンライン同時開催（２名参加）

１１月 親子トランポリン遊び ２部の予約制。各８組（計１６組）

１２月 親子でリトミック ２部の予約制。各８組（計１６組）

児
童
ク
ラ
ブ

特
別
行
事

地
域

組

織
活

動

(

母
親

ク

ラ
ブ

等

)

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。

子
育
て
支
援

外部講師により実施。
児童館の体育用具で作られたサーキット遊びを楽しんだ。

外部講師により、トランポリンを体験した。
親子で一緒に楽しんだ。

外部講師によるピアノを使ったリトミック。
参加者に寄り添った活動内容で、無理なく参加できていた。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。

朝
の
活
動

小麦粉そのものと、水を加えて粘土にした時の感触を味わった。

季節に応じた制作を楽しんだ。

プレイルーム内に鉄棒、平均台、はしご、とび箱、マット、フラフープを設置した。

活動内容

児
童
館
行
事

歯科衛生士（東区役所保健子ども課）による乳児期からの健康な歯と口腔の話。
リーフレットと歯ブラシを配付、終了後は個別相談を行った。

心肺蘇生訓練用人形（消防署から借りた）を使い、心肺蘇生法やAEDの使い方を説明した。
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令和3年度（2021年度） 秋津 児童館　活動報告
開催月 事業名 備考

児
童
館
行
事

ー

4月～１月 わくわくタイム
実施回数：１３回
参加人数：158人
(乳幼児79人・保護者79人)

５月～７月 季節の制作 ー

１１月～１月 身体測定
実施回数：４回
参加人数：１３組

4月～３月 避難訓練等
実施回数：１２回
参加人数：１８組
(乳幼児２５人・保護者１８人)

１２月 親子ふれあい遊び
参加人数：１４組
(０・１歳７人・保護者７人)
(２・３歳７人・保護者７人)

児
童
ク
ラ
ブ

ー

特
別
行
事

ー

地

域
組
織

活
動

(

母

親
ク
ラ

ブ
等

)

ー

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。

子
育
て
支
援

一般利用の方(わくわくタイム登録児以外のお子さん)から多くご要望を頂いたので、０・１歳児を対象と
した測定日を設けた。月に２回予定を入れたので、混雑することもなく、スムーズに測定のお手伝いも出
来た。コロナ禍の為、測定できる場所が少なくなっているので助かりますとの声を多くいただいた。

休館している月も含め、毎月実施。(火災・地震・大雨洪水・台風・不審者)
小さいお子さんを抱えての訓練は大変だとは思うが、いざという時に備え、慌てずに速やかに避難できる
ように、分かりやすい声掛けや安全な誘導を心がけた。
休館時には職員で避難経路や消火器などの配置を確認した。又、非常ベルの点検も必ず行った。

講師に高戸里美氏をお招きし、乳幼児を対象に親子で楽しめるふれあい遊びを実施した。感染対策を
しっかり講じ、間隔や消毒の時間を挟みながら行った。音楽に合わせて歩いたり踊ったりなど親子で楽し
い時間を過ごされていた。お母さん方も久しぶりに楽しく体をたくさん動かせたと嬉しそうな声が聞かれ
た。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。

朝
の
活
動

４月スタートの際は、感染対策として間隔・距離をおいての体操や手遊び、絵本視聴、又自己紹介を１回
実施したのみですぐに休館となった。開館した７月は主に、自由遊びとした。１０月から再開し、週に１回ず
つ活動を実施。感染対策を行いながら、おはなし・身体測定・せいさく・戸外活動(砂場あそび)などを親
子で楽しんでいただいた。１２月、１月はクリスマス会やお正月遊びなどの季節の行事を企画し、喜んで
参加されていた。

臨時休館中やわくわくタイムが実施できない期間は、少しでも家庭でのお家時間を楽しんで頂けるよう
に、持ち帰り用の制作キットを用意した。(こいのぼり・七夕飾り・お魚モビール・魚つりセット・お月見うさ
ぎなど)とても好評で毎回楽しみにされ、喜んで持ち帰られていた。又、感謝の言葉を多く頂いた。

活動内容

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。
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令和3年度（2021年度） 東部 児童館　活動報告
開催月 事業名 備考

10月 走り方教室

　９月末日まで休館していた為か、参加希望が
全学年で７人と少数だったので、当初の講座
計画を変更し、全学年を同時間帯（午後２時～
３時）で開催した。

11月 縄跳び教室
参加希望者１４人、４年生以上の応募は１人
だった為、講座計画を変更し、全学年を同時間
帯で開催した。

12月
親子「ミニ門松作り」 立田山自然探検隊指導員の中島氏に依頼し、

初めての開催となった。

4月～3月 災害等避難訓練 ー

10月 保健師さんの話
東区保健子ども課の協力を得て実施。
事前予約制１０組。

4月～12月
（計7回）

運動遊び 休館中は中止となり、７回の開催となった。

10月～1月
（計6回）

３B体操 休館中は中止となり、６回の開催となった。

7月
（４回中止）

スポーツクラブ
5回開催予定の内、休館中の4回は中止とな
り、7月に1回だけ実施した。

10月～3月
（２回中止）

アートクラブ
休館中は中止となり、当初の開催予定日を変
更し4回実施した。

特
別
行
事

ー

地
域

組

織
活

動

(

母
親

ク

ラ
ブ

等

)
12月
1月

クリスマス
　　コンサート

子育て講演会

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、母
親クラブ等の発足は出来なかったが、乳幼児
ママパパ教室を利用し、共催事業として「クリ
スマスコンサート」と「子育て講演会」を実施し
た。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。

　「クリスマスコンサート」は、公民館ホールでエレクトーンコンサートを開催した。
　親子20組が参加し、エレクトーン演奏・歌唱及び鈴・タンバリンでのリズム遊び等、感動体験につながっ
た。
　「子育て講演会」は、講師に大津山氏を招いて「子育て講話・手作りおもちゃで遊ぼう」を開催した。
　講話の中に子育ての現状・問題点等を織り交ぜながら、親子で簡単な手作りおもちゃで遊ぶ体験を楽
しむ機会となった。

子
育
て
支
援

感染防止対策の為、参加人数を最大１０組に制限し、3密回避の為、マットを準備し、親子ごとにマット内
で活動していただくようにした。
　0歳児親子対象の日と1・2歳児親子対象の日を分けて実施し、月齢・年齢にふさわしい運動機能の発
達や感覚の育成等について、親子のふれあい遊びを通して分かりやすく話されるので、とても好評であっ
た。

　0歳児親子対象の日と1・2歳児親子対象の日を分けて実施しした。感染防止対策の為、参加人数を最
大10組に制限して行った。
　3B体操とは、ボール・ベル・ベルターの3種類の道具を使って、体を動かしたり音楽に合わせて踊ったり
する全身運動で、親子一緒に楽しみながら、体を動かすことで気分をリフレッシュできると好評であった。

児
童
ク
ラ
ブ

　１・2年生クラスと3年生以上クラスに時間帯を分け、公民館ホールで実施した。
　かけっこのコツ、跳び箱のコツ、フープゲーム等、基本的な運動種目の実技を交えての指導で、個別に
アドバイスを受けながら、自分自身で繰り返しチャレンジしていくことが、達成感につながることを実感し
ていた。
　学年や年齢に応じた、わかりやすく、要望に沿った指導であり、今後の児童館活動にも活かしていきた
い。

　毎回様々な素材に親しみながら描画・制作の方法を学び、自分の思いを自由に表現する楽しさを味
わっていた。講師から具体的に認められたり、完成した作品を互いにほめたりすることが、もっと表現して
みたいという意欲につながったと感じられる。さらに、完成した作品を自宅に持ち帰り、大切に飾ってもら
える事で、“周りの皆から認められる喜び” “自分の思いをいろいろな手段で表現する楽しさ”を実感し、
主体的に表現する子どもの育成にもつながっていくと思われる。

朝
の
活
動

　年間計画にそって、毎月実施し、火災・大水・地震・不審者等の緊急事態に備えての対処方法につい
て、計画・訓練実施・反省し、共通理解する機会にした。
　休館時には、職員が、消火器・避難経路等の配置及び確認を行なった。

　準備したマットに親子１組ずつ座ってもらい、間隔を保って開催した。
　今回は、絵カード・リーフレットを使って、「ママの心身の健康について」の講話を中心に進められた。
“大人（母親自身）がまずは自己肯定感をもつために自己尊重トレーニングを心がけることで子どもの
自尊感情は育つ”“「乳がん」自己チェックについて”等、熱心に聞かれていた。

活動内容

児
童
館
行
事

　スタートのコツ、足の動かし方、手の振り方等、速く走るためのコツについて、段階を踏みながらスモール
ステップで指導していただいた。
　講師自身が手本を示す⇒模倣する⇒実際に走ってみる⇒個別にアドバイスを受け、繰り返しやってみる
⇒認めてもらうことで、苦手意識が少しずつ自信へとつながっていった。
　感染対策で、活動中は子供だけの参加とし、保護者は講座終了前に成果を見てもらった。

　Ⓐ１年生グループの活動時間とⒷ２・３・４年生の活動時間を交互に確保し、学年に応じた指導をされ

た。
前跳びを中心に、あや跳びまでの過程を段階的に指導し、講師が手本を見せる⇒各自、自分の定位置
で実際にチャレンジする⇒個に応じてアドバイスしたり励ましたりして習得できるよう支援されていた。　講
師が個々の実態や理解度を把握し、一人一人によりそった的確な指導がなされ、具体的な言葉で認めて
もらうことで、参加者は自信をもち、満足感・達成感を味わっていた。

　門松の由来等について話を聞き、土台用の孟宗竹・金柑の枝・南天・和紙などの素材から、親子で材
料を選んでもらい、持参したシート上で制作に取り組んだ。進める中で、子どもだけで難しい部分は、保
護者が手を貸したり一緒に工夫したりしながら、それぞれの親子の思いを込めた素敵な作品が完成し
た。
　講師は、それぞれの良さを具体的に認めたり、アドバイスしたり援助をされていた。
　参加者は、オリジナルの手作りミニ門松を完成させたことに大きな満足感と達成感を味わっていた。
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令和3年度（2021年度） 西部 児童館　活動報告
開催月 事業名 備考

児
童
館
行
事

１２月 乳幼児の栄養教室
当日受付
参加人数：5組

４月～１月 絵本の読み聞かせ
当日受付
4・7・10・11・12・1月　13回実施

４月～１月
お誕生日カードプレゼン
トと制作キット配布

ー

１０月 シャボン玉遊び
当日受付
参加人数：3組

１０月、１２月 ベビーマッサージ
当日受付
10月参加人数：3組
12月参加人数：8組

１１月、１月 大津山先生と遊ぼう
当日受付
１１月参加人数：５組
１月参加人数：７組

１０月～3月 アートクラブ
年度募集
参加人数：14名

１０月～1月 キッズ体操
年度募集
参加人数：小学１年生　10名
　　　　　　　　　小学2～3年生　7名

特
別
行
事

10月 秋祭り ー

地

域
組
織
活

動

(

母

親
ク
ラ
ブ

等

)

7月 長寿の里 訪問 ー

朝
の
活
動

毎週金曜日に絵本の読み聞かせ・パネルシアター・手遊び等を実施した。
感染症予防対策として、各参加者の間隔を取るため大型ジョイントマットを使用した。

新型コロナウイルス感染防止対策の観点から、児童厚生員の手作りのカードに対象幼児の手形をとっ
て、お渡しするお誕生日会とした。
朝の活動の制作遊びが実施できなかったため、家庭で親子一緒に制作できる「制作キット」を配布した。
（５月：こいのぼり・８月：夏の季節飾り・１０月：ハロウイン飾り・１２月：クリスマスツリー・１月：お正月飾り）

新型コロナウイルス感染防止対策により室内で行う活動が制限されるため、屋外で行えるシャボン玉遊
びを実施した。

活動内容

西区保健子ども課の中畑栄養士を講師に招き、月齢別の離乳食についてや、その月齢や発育状況に
あった与え方について説明を行った。
参加者からは、各自の悩みや気がかりなことの質問があり、それらに対するアドバイスを行った。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。

乳幼児と高齢者とのふれあいである「世代間交流」を目的に、例年母親クラブ（わくわくクラブ）が長寿
の里を訪問しているが、今年度は新型コロナウィルス感染状況を鑑み訪問せず、母親クラブ会員が親子
で作成したメッセージカードを渡すことに変更して実施した。長寿の里のご利用者の方々には大変喜んで
いただいたように見受けられた。

子
育
て
支
援

地域のボランティアの方で、ベビーオイルマッサージ資格取得者である講師の百田ゆかり氏指導のもと、
乳児親子を対象にベビーマッサージを実施した。当初、隔月で計画していたが、新型コロナウイルス感染
拡大のため今年度は２回の開催にとどまった。
利用者にも好評で、毎回参加者も多く親子共に良い効果を与えているように見受けられる。

子育てほっとサポーターである講師の大津山氏の指導のもと、生活の身近にある材料で「手作りのおも
ちゃを作り」を開催した。隔月で計画していたが新型コロナウイルス感染拡大のため今年度は２回の開催
にとどまった。

児
童
ク
ラ
ブ

講師の大木氏の指導のもと、小学生を対象に様々な作画や工作制作に取り組んだ。
本年度は14名とキャンセル待ち5名を受け付けた。新型コロナウィルス感染症拡大防止により度々日程
変更があったにもかかわらず欠席も少なく、参加者は課題に対し楽しみながら、生き生きと取り組んでい
る様子だった。

小学1年生～2,3年生を対象に講師の下田和博氏により全7回の基礎的な運動の指導を行った。
新型コロナウィルス感染状況を鑑み、激しい運動ができないことから鉄棒・跳び箱の基礎を重点的に実
施した。
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令和3年度（2021年度） 花園 児童館　活動報告
開催月 事業名 備考

11月 親子トランポリン教室
参加人数
3回合わせて11組22人

12月 パッピークリスマス会
参加人数
20組41人

11月 赤ちゃんの足形アート ー

11月
パネルシアターを楽しも
う

ー

12月 ハイハイ競争&かけっこ
参加人数
14組26人

子
育
て
支
援

ー

児
童
ク
ラ
ブ

12月
親子プログラミング教
室

参加人数
3組6人

特
別
行
事

11月
花園小2年生社会科見
学

参加人数
児童65人教員3人

地
域
組

織
活

動

(
母
親
ク

ラ
ブ

等

)

ー新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。

小学1年生から3年生と保護者を対象に、(有)マリオネットに依頼し実施した。Light botというアプリを
使った学習で、タブレット内のロボットに「進む」や「右にまわる」などの指示を出し動かす。一緒に参加し
ていた保護者より小学生の方が飲みこみが早く、次々と課題をクリアしていく。最終課題は難しく苦戦して
いたが、先生に教わりながら無事クリアできた。プログラミングを知るいい機会になったようだった。

花園まちづくりセンター見学の一環として、児童館も見学されたため、児童館の施設説明をはじめ、利用
方法などの説明と質疑応答を行った。

朝
の
活
動

活動内容

児
童
館
行
事

乳幼児と保護者を対象に、午前中3回に分けて熊本トランポリンクラブに依頼し実施した。内容は、楽しく
運動し体力とバランス感覚を養い子どもの発達を促し、親子のふれあいを深めてもらった。

コロナ禍でも季節のイベントを楽しんで欲しいという想いで開催した。
ホールにジョイントマットを敷き、座る位置を予め決めておくことで、密にならないよう工夫して実施した。
内容は手遊びやパペット人形のやり取りから始め、子ども参加型の劇（大きなカブ）やサンタ（ボランティ
ア）とトナカイ（職員）が登場し、子ども達にプレゼントを配った。プレゼントは各家庭で準備してもらい事
前に預かった。最後にサンタやトナカイとの記念撮影も喜んでもらい、短時間だったがクリスマスの雰囲
気を味わえた。

朝活参加のきっかけとなるよう、0歳児のみを対象とした活動を実施した。
1日2回制で2日間連続で実施した。生後4ヶ月～11ヶ月までのお子さんと保護者、計12組の申し込み
があった。朝活初参加の親子が多かったため、手袋シアターやパペット人形を使いリラックスして参加で
きるよう配慮して実施した。足形をパンダの目の周りに見立てた作品づくり。足のサイズや足形を押す角
度によって表情は様々で、可愛らしい作品に仕上がった。

1日2回制で乳幼児を対象に4組実施した。1回目は、0、1歳児のみの参加だったため、簡単で分り易い
「いない　いないばあ」のパネルシアターに、ウサギ、パンダなど馴染みのある動物が出てくるので、子ど
もの反応が良かった。2回目は、3歳児の参加もあったため、ストーリー性のある「大きなカブ」や「かわい
いかくれんぼ」を実施した。犬やヒヨコを見つけたり、カブを一緒に引っ張ったりと喜んで観ることができ
た。

当日受付けで各回10組限定で実施した。10時からのハイハイ競争は初対面の保護者ばかりだった。
「撮りますよ」とお互いに声をかけ合って、和気あいあいとした雰囲気だった。
11時からのかけっこは、1歳2歳児によるかけっこで直線のかけっこだけでなく、カーブのかけっこも試し
に挑戦してみたところ、上手に走ることができた。回数は決めずに満足するまで何度も繰り返し走っても
らった。簡単な技走やメダルも渡し、運動会気分が少しでも味わえたと思った。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。
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令和3年度（2021年度） 幸田 児童館　活動報告
開催月 事業名 備考

児
童
館
行
事

12月 クリスマス会 ー

朝
の
活
動

ー

子
育
て
支
援

ー

7月～12月 絵画・造形 ー

7月～1月 硬筆 ー

特
別
行
事

ー

地

域
組
織

活

動

(

母

親
ク
ラ

ブ

等

)

ー

児
童
ク
ラ
ブ

　図工集会室で１０～１２時まで実施。小学１～４年生が対象。講師は大木氏へ依頼した。
　材料費は７回で3,850円。コロナによる休館もあり日程の変更を行い6回の開催となった。
　リピーターも多く、学校の授業とは違った製作だったり、描いたりするので楽しそうだった。

図工集会室で１０～１２時まで実施。小学１～６年生が対象。講師は吉仲氏へ依頼した。
材料費は７回で500円。コロナによる休館や子どもたちの休み等の関係で5回の開催となった。
活動を通して、他学年や他校の子どもたち同士の交流の場となったのも良かった。

　自由あそびの中で、名前呼び、体操、手あそび、絵本の読み聞かせなど来館児童の年齢や状況に合わ
せて行うことで、皆さん喜んで参加された。
　カレンダーづくり（毎月）や製作物はキットを用意し、家でも作れるように毎月準備を行い、30セットが直
ぐに無くなるくらい大好評だった。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。

活動内容

　たくさんの人に参加してもらうため、1日2回を2日間、サンタクロースの登場を行った。サンタクロースへ
の質問、写真撮影後、児童館で準備したクリスマスカードをサンタクロースから渡してもらい、子どもたち
の笑顔がこぼれる日になった。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。

新型コロナウィルス感染拡大の影響により、会の発足が出来なかった。
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令和3年度（2021年度） 南部 児童館　活動報告
開催月 事業名 備考

7月 たなばたかざり 期間中保護者と幼児で70人の来館

１１月
リ・グラスアートでプレ
ゼントづくり

参加者
小学生とその保護者　　３２人
熊本県環境センター講師　　１名

通年 キャラクターさがし 小学生向け

10月 どんぐり拾い 親子１０人の参加

12月
サンタクロースに会える
かな

期間中保護者と幼児で４９人の参加

通年（月２回） 製作キット配布 ー

10月、１２月 子育てサロン
参加者
10月１２人、12月１４人

10月 乳幼児の栄養相談
参加者
親子１５名
南区保健子ども課　管理栄養士より指導

11月 歯科指導
参加者
親子１０人
南区保健子ども課　歯科衛生士より指導

７月～12月 絵画造形クラブ
絵画造形クラブの定員は、当初１６名を予定し
ていたが、新型コロナウィルス感染拡大のため
８人に人数を絞って実施した。

７月～令和４年
３月

卓球クラブ 定員１２人、実施回数は４回であった。

9月～12月 体操クラブ
講師指導の下に十分な間隔を保って窓の開放
など万全の感染対策を行ったうえで実施した。

特
別
行
事

ー

地
域
組

織
活
動

(

母
親
ク

ラ
ブ
等

）

ー

新型コロナウィルスの影響により運動会などの特別行事は実施せず。

新型コロナウィルス感染拡大の影響により、会の発足が出来なかったため、夏まつりやもちつきなどの行
事は実施せず。

体操クラブの主な活動内容
（第１回　マット徒手、前転、とび込み前転、　　第２回　マット開脚前転、後転　第3回　鉄棒、中抜き回り、中
抜き戻り、前回り　第４回　鉄棒　逆上がり　第５回　跳び箱　１段から細かく指導　第６回　跳び箱　何段ま
で跳べるかチャレンジ　第７回　成果発表　）

児
童
ク
ラ
ブ

子
育
て
支
援

　新型コロナウィルスの影響により、当初７回実施する予定であったが、2回の実施となった。
　子育て中の保護者を対象に、子育てから少し解放されるように、見守り保育を提供し、その間にお話を
楽しんだり、情報交換を行っている。主な活動は①親子の見守りや話し相手（変わり絵、親子ふれあい遊
び）② 親子の見守りや話し相手（変わり絵、親子ふれあい遊び）③絵本の読み聞かせ等である。
　総合子育て支援センターからボランティアサポーターの派遣を依頼している。

南区保健子ども課の協力を得て実施。児童館プレイルームにて実施した。
南区保健子ども課　管理栄養士から「乳幼児の栄養・おやつ」をテーマに栄養相談、指導を実施した。
参加した保護者は熱心に聴講しておられ、和やかな雰囲気のなかで管理栄養士も栄養相談に応じてい
た。

南区保健子ども課の協力を得て実施。児童館プレイルームにて実施した。
歯科衛生に関する講話を親子向けにしてもらい、その後実際に歯磨き指導を親子で受けた。
事前に児童館だよりにて、参加の際は普段使っている歯ブラシとタオルを持参することの周知や、 ポス
ターを作成し「子育て支援センター」や「南区役所保健子ども課」に掲示を依頼し広報を図った。

　３４年間続く人気のクラブである。
　令和３年度は感染防止対策のため、前年度に引き続き参加人数を絞って実施した。
　講座内容（第1回開講式、はり絵で季節を表そう、第2回虫ランドをつくろう、第３回キラキラの飾り物を
つくろう、第４回風景をつくろう、第５回心の絵をかこう、第６回来年の干支をかこう、第７回閉講式、よくみ
てかこう）

　楽しく身体を動かすことで児童の心身の健全な育成に寄与する。対象は小学生。
　定員は各16名、各年7回実施（卓球クラブ人数を１２人に絞ったうえ、新型コロナウィルスの影響により
４回の実施）

朝
の
活
動

　近接する公園に親子でどんぐりや紅葉したはっぱを拾いにでかけて、秋の一日をみんなで楽しんだ。

　例年クリスマス会を実施していたが、感染防止対策の観点から、ソーシャルディスタンスを確保するた
め、令和３年度については「サンタに会えるかな」（12/２１～12/２４）を実施した。
　サンタに扮した職員から来館児童にプレゼントを渡し遊んでもらうことを目的として本年度に限り行った
ものである。また、地元のボランティアによるバルーンアートの実演・配布を実施した。

　新型コロナウィルスの影響により休館の日が多かったこともあり、自宅で作って楽しむことができる製作
キットを来館者に配布した。各月のカレンダーやおもちゃなど、親子で楽しむことができるキットを配布し
た。

活動内容

児
童
館
行
事

　児童館前に用意した笹の枝に来館者が短冊に好きな願い事を書いてもらった。

・実施日　令和３年１１月１４日（日）当初予定の８月２２日から変更
・対象　管内小学生
・場所　南部公民館大ホール
　敬老の日のプレゼントづくりを兼ねて実施。環境問題についてのお話の後、アート作りを行った。廃材を
利用し、砂のように細かく砕いた色とりどりのガラスを使って絵を作った。【熊本県環境センター「動く環
境教室」を利用】

　新型コロナウィルス感染拡大により、来館児童に対しソーシャルディスタンスを十分に取りながら遊ぶこ
とが可能なものとして、アニメやコミックなどの人気キャラクターのイラストを館内に貼付けたものを探して
もらう楽しみを子どもたちに感じてもらうことができた。
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令和3年度（2021年度） 清水 児童館　活動報告
開催月 事業名 備考

７月 七夕会
母親クラブとの共催にて実施
事前予約制
参加者：６組

１０月 運動会

事前予約制
参加者：１２組
公民館２階ホール
※競技で使った物や、設置した物は
こまめに消毒を行った。

１２月 クリスマス会
事前予約制
参加者：５組

１０月・１１月
１２月・　１月

お話会

当日１０時３０分受付
開始：１１時
参加者：10月3組、11月4組、12月
1組、1月5組

４月・１０月 しゃぼん玉遊び
当日１０時３０分受付
開始：１１時
参加者：４月４組、１０月８組

７月・１１月
１月

すくすく身体測定

当日１０時３０分受付
開始１１時
参加者
７月６組、１１月９組、１月７組

７月 ベビーマッサージ
事前申し込み制
参加者：５組

１１月 歯科指導

６月に予定していたが休館になり、
１１月に実施
事前申し込み制
参加者：５組

１１月 親子ビクス
公民館２階ホール
参加者：事前申し込み制：先着順
１０組

７月・１０月 絵画・造形クラブ
７月～８月で開催予定だったが、休館
の時期を調整して、予定通りの回数
を実施した。

７月・１０月
１１月・１２月

ヒップホップ
ダンスクラブ

７月～１１月で開催予定であったが、
休館の時期を調整して、６回実施し
た。

１２月・３月 体操クラブ
１２月～２月で開催予定であったが、
休館の時期を調整して、３回実施し
た。

特
別
行
事

ー

４月 はじめましての会
参加者：９組
サークル活動を中心に行う。
参加者実費徴収

７月 水遊び
参加者：５組
タライ・おもちゃ・シートは役員準備

１１月 ハロウィンを楽しもう
参加者
６組

児
童
ク
ラ
ブ

地
域
組
織
活
動

(

母
親
ク
ラ
ブ
等

)

子
育
て
支
援

　外部のボランティア講師により実施。　生後３ヶ月～０歳までの乳児親子を対象に実施した。
　図工集会室を使用し、感染対策として、間隔を空け、座る場所に畳を敷いた。参加者は持参のバスタオルを畳に敷
き、上半身裸の子どもさんをその上に寝せてマッサージスタート。講師の先生のお話と共に、オイルを塗った手で、保護
者にマッサージをしてもらっていると、落ち着かなかった子どもさんも静かになり、４０分ほどのマッサージを気持ちよく
受けていた。　丁度月齢が同じ位なので、終了後も子どもさんを介しての話を保護者同士でされていた。

　北区保健子ども課に講師派遣を依頼して実施した。
　図工集会室を使用し、感染対策として、間隔を空け、座る場所に畳を敷いて一家族ごとに座ってもらった。
「歯についてのはなし」では、実際に歯ブラシを見せ、「いつ磨くのがよいか、磨き方は、嫌がったらどうするか」など、
身近ですぐに役立つ話をいただき、参加者も熱心に聞いていた。質疑応答では、質問に丁寧に回答してされ、保護者
の方は「歯磨きをがんばります」と話され帰られた。

　外部講師により実施、　講師を軸に、それぞれの親子が触れ合わないように間隔をとり、大きく円を作る。
　最初は床に座り、膝の上に子どもを座らせ、音楽に合わせて、からだをゆすったりしての親子ふれあいの時間。次に、
子どもたち自身がトンネルをくぐったり、ボールを追い駆けたりして遊ぶ時間。最後は深呼吸をしながら体の力を抜い
ていくリラックス法を教えられ、それぞれが楽しめる内容で終わった。参加者からは「楽しかった。」「リラックスでき、気
持ちよかった。」などの感想が聞かれた。

　外部講師により実施。　対象は小学生全学年であったが、申し込みは１年～4年生だった。
　間隔をとって座る場所を設定した。「クレヨン、絵具、筆、墨汁、包装紙、色紙」や「小石、針金、空き箱など」多岐にわ
たる材料を使用し、描くだけではなく、いろいろなものを使って表現する経験にもなっていた。１回の講座で１作品が出
来上がるように計画され、児童も先生のアドバイスを受けながら作り上げていた。出来上がった作品は早速迎えにき
た保護者に披露していた。

　外部講師により実施。　対象は小学生で、全学年の申し込みがあった。５・６年生の児童には、毎年受講する児童も数
名いて、再会を喜んでいた。
　１年生にとっては初めてのダンスで、動きを覚えるのが難しそうだったが、習熟度に応じてグループ分けをされ、一つ
一つの動き、ステップを丁寧に教えられ、最終日のダンス発表に向けて回を重ねていった。練習回数が減ったが、最終
日は保護者の方も参加で、グループごとに発表ができ、児童は保護者から拍手をもらい恥ずかしそうにしていた。

　外部講師により実施。　対象は小学生で、１年～６年生までの申し込みがあった。６年生で申し込みをした児童は昨
年も受講した児童で、講師の先生も覚えていてくれたのが嬉しそうであった。
　鉄棒・マット・跳び箱等を計画していたが、３回の開催になった為、マット運動（前回り・後ろ回り）中心に実施されな
がら、「運動の楽しさを知ってもらいたいと」身体を使ったゲーム感覚の遊びを取り入れての活動もあり、子どもたちの
元気な声が聞こえていた。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止。

　令和４年度の「ファミリークラブ（旧：母親クラブ）の運営方針を話し合う。
　前年度の会長より、前年度の活動報告として、休館や行動制限が出た為、あまり活動が出来なかったことが報告さ
れた。
　それを受けて、今年度の会長選出が行われ、以前会に参加されていた方が立候補され承認された。会長選出後は、
今年度の会長による進行で、副会長、監査が決まり、事業計画も大筋で決まった。

　役員さん方が、朝から外広場の水道の近くに「タライ２個」に水を貯めて準備。
　時間になり、案内されると、木陰に置いた「タライ」の周りに子どもたちが寄って行った。当日は天気も良く、肌着や、
水着に着替えて、　ペットボトルで作ったおもちゃを持って、シャワーのようにしたり、恐る恐る水に触ったりしながら、水
と触れ合っていた。　泣き出す子もなく、３０分しっかり遊ぶ。

役員さんと職員で、図工集会室のホワイトボードをハロウィンの小物で装飾し、撮影コーナーを作った。
会員さんの子どもたちは、衣装や飾りを自宅から身に付けてきたり、児童館で身に付けたりして準備をした。準備完了
後、みんなで「ハッピーハロウィン」と言いながら、公民館や総合出張所に行った。丁度その場にいたセンター利用者
様は「かわいいね」と声を掛けていた。その後は児童館で写真撮影を行った。

朝
の
活
動

　休館や感染防止対策のため、実施できたのは４回であった。　外部よりボランティア２名により開催。
　ボランティアさんのレパートリーが豊富で、絵本の読み聞かせはもちろんの事、「手遊び」「指人形」「手袋人形」など
を使って行われるので、子どもたちも飽きることも少なく、保護者の膝の上でよく見ていた。最後に「わらべ歌」に合わ
せて親子ふれあいの時間があり、３０分程度で終了した。

　子どもたちに人気の活動なので計画したが、休館があり２回の開催になった。
最大受付人数を８組とした。保護者向けに、しゃぼん液容器とストロー、子どもたち向けに、しゃぼん液受け皿、いろい
ろな形のしゃぼん玉ができる手持ち式を準備した。
　児童館広場木陰に座って見学したりできるようにシートを敷いた。しゃぼん玉を飛ばすのはもっぱら保護者さんたち
で、子どもさんたちは、お日様を受けてきらきら光りながら飛んでいくしゃぼん玉を追いかけたり、眺めたりしていた。

　保護者からの要望もあり実施した。
　測定希望者は、身長計、体重計に乗る際に使用するバスタオルを持参してもらった。（感染対策も兼ねて）
　１組ずつ図工集会室で測定し、結果を「身体測定持ち帰りカード」に記入して持ち帰ってもらった。１組ごとに、身長
計、体重計の消毒を行い、感染対策を実施した。泣き出す子どもさんもいるが、結果を見て「大きくなってました。」と嬉
しそう職員に話して帰られた。

活動内容

児
童
館
行
事

　感染対策として、間隔を空け、座る場所に畳を敷いた。
　お集まりの後、母親クラブの会長さんによる、大型絵本「だるまさんが・・」の読み聞かせがあった。次に職員による
「七夕」に関するお話が、紙コツプに「ひこぼし」や「おりひめ」などを描いて貼った物を使って行った。子どもたちの中
には、次は何が出てくるか興味津々で、話の途中母親から離れ前に来て触ろうとする子もいた。　最後はみんなで「さ
さのはさらさら♪～」と「七夕」を歌い終了する。

　参加する子どもの月齢（年齢）に応じて、赤組：６組、白組：６組に分け、組み分けによって座る場所を指定し、その場
所からスタート、出番が終わったらその場所に戻るようにして、一ヶ所に集まらないように工夫して開催した。
【内容】準備体操「サンサン体操」⇒年齢に応じたハイハイ・かけっこ⇒新聞紙を使っての親子ゲーム⇒子どもによる
お面選びゲーム⇒整理運動「バスに乗って」⇒メダルをもらう。
　子どもたちはお面やメダルをもらい喜び、保護者は、子どもの姿を写真やビデオに収めていた。

　感染対策として、間隔を空け、座る場所に畳を敷いて一家族ごとに座ってもらった。
　オープニングは、職員のハンドベル演奏による「きよしこの夜」。子どもたちは初めて聞く音色か、動き回ることなく、保
護者のそばで静かに聞いていた。その後、絵本「まどからのおくりもの」の読み聞かせ、手袋人形やエプロンシアター
によるクリスマスに関したお話を聞き、最後は子どもたちに、すずやタンバリンを持ってもらい、「あわてんぼうのサンタ
クロース」の曲に合わせ、自由に楽器をならして合奏をし終了した。
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令和3年度（2021年度） 龍田 児童館　活動報告
開催月 事業名 備考

7月
１１月

歯と食事について
要予約（各乳幼児と保護者１０組）
児童館プレイルーム
参加数：7月10組、11月8組

７月
交通安全教室
（たんぽぽクラブ共催）

要予約（乳幼児と保護者１０組）
児童館プレイルーム
参加数：１０組

１２月
救急法
（たんぽぽクラブ共催）

要予約（乳幼児と保護者８組）
児童館プレイルーム
公民館表玄関駐車場
参加数：１０組

４月～３月 身体測定・安全訓練
児童館プレイルーム
身体測定はいつでもOK
定員：１０組

７月～３月

「おうちで作ろう」
「絵本の日」
「うんどうかいごっこ」
「ふれあいあそび」
「公園へ行こう」

「おうちで作ろう」は職員による手作り制作キッ
トの持ち帰り
「公園に行こう」：武蔵塚公園

１０月
子育てサロン
「ベビーオイルマッサー
ジ」

要予約
（生後１ヶ月～１８ヶ月の乳幼児と保護者８組）
児童館プレイルーム
参加数：７組

１１月
子育てサロン
「ペペぺぺぺらんのおは
なし会」

要予約　　２回入れ替え制
（乳幼児と保護者各８組ずつ１６組）
児童館プレイルーム
参加数：１６組

１月
子育てサロン
「親子３B体操」

要予約
（乳幼児と保護者１０組）
公民館２階ホール
参加数：９組

５月～１２月 絵画造形クラブ

年度で募集（抽選）
児童館工作室
全６回（５回開講）
（※）まん延防止等重点措置のため３月は開講
できなかった。

５月～８月 総合うんどうクラブ

年度で募集（抽選）
公民館ホール龍田体育館
全６回（２回開講）
（※）延期に次ぐ延期で講師の調整が困難で
あった。

９月～１２月 卓球クラブ

年度で募集（抽選）
龍田体育館
全５回
年度当初６回を予定していたが、感染状況から
講師と相談の上５回に変更した。

特
別
行
事

１１月 花を植えよう
募集：事前声掛け
小学生７名
幼児２名保護者１名

１０月 わんぱく運動会
要予約（たんぽぽクラブ会員１６組）
公民館中庭
参加数：１６組

１１月
１２月

クリスマスリース作り
要予約（たんぽぽクラブ会員各８組ずつ）
児童館プレイルーム
参加数：１６組

１２月 クリスマス会
要予約（たんぽぽクラブ会員２０組）
公民館ホール
参加数：２２組

朝
の
活
動

　安全訓練は、年間計画のもと、休館中も職員で毎月行った。
　開館時は時間をかけず感染抑制に努めながら、いつ起きるともわからない火災・災害に関心を持つ事を
目的に出来る限り実施した。火災の避難経路は、その度利用者に周知している。
　身体測定は、毎月決まった日以外にも申し出があればいつでも測定に応じるようにしている。体重が増
えない等で保護者の関心は高く感じる。

　「朝の活動」は、感染状況を見ながらできる事から始めた。
　昨年に引き続き「おうちで作ろう」は人気だった。０・１歳児の利用がほとんどで、たんぽぽクラブの「わん
ぱく運動会」は年齢に合わせたプログラム作りが難しかった。本番前に練習で「うんどうかごっこ」を数回
行った。開館日は少なかったが、少しずつ前に進む事が出来た。

活動内容

児
童
館
行
事

　北区保健子ども課歯科衛生士・管理栄養士を講師に、「0、１歳児」対象と「0歳児～就学前」で2回実
施した。順を追った離乳食の進め方や離乳食がなかなか進まない子どもへの対処、０歳児からの歯の大
切さ、虫歯菌は子どもから移るなど丁寧に学んだ。質問は、終了後、個別に受けていただいた。

　計画していた月は休館となり、時期を変更して開催した。参加者の対象年齢が年々下がっているため、子
ども達が理解するには至らないが、保護者に交通安全について知らせる機会は作りたいと考えている。
「とんとん止まって一歩下がる。とんとん止まって右手を挙げて右左右大丈夫」横断歩道を渡る時、子ども
に声掛けできる合言葉。ほとんどの保護者が児童館には車で来館するので、自分も他者も守れるよう安
全運転を心がけていただきたい。

　北消防署楠出張所に依頼をし、心肺蘇生法・AEDの使い方・感染症予防等について学んだ。
　緊急出動があり、救急車は熱がある方を乗せたため外からの見学だけだった。
　消防車は中まで見学でき、車両展示は子ども達だけでなく保護者も関心を持って、消防士や救急救命
士の説明を熱心に聞いていた。貴重な体験だったと思う。

子
育
て
支
援

 裸になっても気持ちよい季節に行った。感染防止対策の工夫をして、受講の保護者が不安なく赤ちゃんと
のスキンシップの時間が楽しめる様配慮した。１時間程度の記載だったが、終る頃にはゆったりとした時間
が流れ、コロナ禍から少しだけ解放されたようだった。

　秋が深まっていく中、絵本の楽しみを親子で味わった。いつも感染症の緊張や不安がある中でお話の世
界に包み込まれるゆったりした時間を過ごし、手遊び・歌遊びや話し手の世界観に引き込まれて保護者も
ホッとすると共に子どもに読み聞かせたい絵本、手元に置きたい絵本等専門的な絵本の選び方も学ん
だ。

　まん延防止等重点措置に入る直前で無事開催に至った。感染拡大状況にあったので、講師にはしっかり
確認をしてできる範囲で経験できることを指導していただくようにした。子どもの好きな遊びを楽しく指導
していただいたので、走り回りたい子どもにはピッタリだった。感染防止対策に十分留意することで保護者
に安心を提供できたと思う。

　空調設備がない近隣の体育館を使用するため、熱中症対策で初秋から開講した。感染状況は治まりを
みせている時期で、講師もマスク着用の上、休憩を何度も入れて、児童の体調と感染症対策に気を配りつ
つ指導していただけた。毎回中止の心配なく講座を行うことができたので、児童も上達が見られた。

本来５月～８月で終了する計画だったが、相次ぐ臨時休館により７月～3月までの期間に延期する事と
なった。既に材料費も徴収していたため、講師も出来るだけ直接の指導がしたいとの希望だった。何度も
臨時休館になり最後まで開講日の調整に努力した。

　前年度はキッズダンスの講座枠だったが、新型コロナウイルス感染症拡大のため休講となり、仕上げるこ
とが出来なかった。１回１回の講座で指導内容が走り方、なわとび、ダンスなどその都度で完結する方が
良いのではと考えたのだが、今回も感染症に阻まれた。専門の複数による講師だったため、講師の調整が
出来ず、途中中止となった。

　熊本市緑化フェア「花と緑の博覧会」に関連して、小学生と一緒に花の苗や球根を公民館中庭に植え
た。
　まちづくりセンター長の説明や指導のもと、沢山の種類の花をみんな丁寧に植えていた。秋の陽ざしに包
まれる中、低学年児に年上の児童がやり方を知らせたり手伝って植えたりする様子がみられ、水やりまで
済ませるとそれぞれに満足げだった。他にも園児が保護者と２名参加した。どんな花が咲くのか皆楽しみ
にしていた。

地
域
組
織
活
動

(

母
親
ク
ラ
ブ
等

)

　感染防止対策のため、参加者の制限など縮小して実施したが、２歳以下の小さな子ども達で小さな運動
会が楽しめた。公民館職員による事前の中庭の草刈り、石拾い等の協力があり、当日もまちづくりセン
ター所長が競技のサポートで参加して、みんなで作り上げた運動会だった。
　秋の日差しは小さい子ども達には少し強く、日陰にジョイントマットを敷いて疲れないようにした。たんぽ
ぽクラブ役員中心に昨年度より参加も多く年齢月齢に合わせた成長が見られた行事となった。

　小さな子ども連れでも安全に制作ができ、各々の個性を生かして出来上がり、好評であったため１２月も
追加で実施した。出来上がったクリスマスリースを見つめているとコロナ禍で閉塞感がある中、日常を取
り戻すホッとするようなひと時だった。

　広い公民館ホールに飾り付けをしてクリスマス気分は盛り上げた。
　内容は昨年度に引き続き、距離の確保と出来るだけの接触を避けるため、ステージ演奏とサンタクロー
ス登場のみとした。サンタクロースを囲んでの集合写真は撮らず個別に撮影して思い出に残してもらった。
　自由にコンサート等に行けない中で、ひと時日常を離れ演奏の臨場感に包まれて音楽を通して心も癒さ
れた保護者も多かったのではないだろうか。
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